
 

令和６年度林野庁予算概算要求が提出される(速報) 

予算の重点事項のテーマは『新たな花粉症対策の展開と 

森林・林業・木材産業によるグリーン成長』 

 

 

林野庁は８月３１日に、令和 6年度予算概算要求を財務省へ提出しましたので、その概要をお伝えします。 

令和 6年度林野関係予算は、総額 3,557億円（令和 5年度当初予算 3,057億円、以下 ( ) は令和 5年度当

初予算）で対前年度比 116.4％となっています。うち、公共事業費は 2,350億円(対前年度比 118.7％)、非公共事

業費は1,207億円(対前年度比112.0％)となっています。予算の重点事項のテーマは『新たな花粉症対策の展開

と森林・林業・木材産業によるグリーン成長』となっており、花粉対策を前面に掲げて既存事業を再編し「花粉削

減・グリーン成長総合対策」【参考資料１】を柱としています。政府の関係閣僚会議が5月に策定した「花粉症対策

の全体像」を踏まえながら、これまでテーマにしてきたグリーン成長総合対策を衣替えして内容を拡充していま

す。 

大きく 3 つのポイントがあり、①「林業・木材産業循環成長対策」【参考資料 2】の中で再造林低コスト化を促進

するとしてコンテナ苗生産基盤施設等を整備することとしています。具体的にはコンテナ苗の生産力の増大に応

じ補助率を変動する仕組みを導入します。 

 

次に、②「花粉の少ない森林への転換促進対策」【参考資料 3】【参考資料 4】の中で花粉の少ない苗木の生産

拡大に取り組むこととしています。3つの対策があり、ⅰ「花粉の少ない苗木増産施設の整備」で花粉の少ない苗

木の生産力の増大に応じて補助率を変動する仕組みを導入、 ⅱ「増産苗木広域流通等支援」で花粉の少ない

苗木が余剰となった際の広域流通や大苗化の経費を支援、 ⅲ「苗木生産技術の向上等」で研修箇所等を増や

すことにより増額することとしています。 

 

そして、③「コンテナ苗生産基盤施設等の整備／花粉の少ない苗木増産施設の整備」【参考資料 5】として、上

記コンテナ苗施設関連補助の補助率変動の仕組みの外、普通苗の干害対策整備についても支援することとして

います。 
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全苗連・苗組の行事予定 

 

9月 5～6日 第 7回全苗連生産者の集い（和歌山県「和歌山城ホール」） 

9月 11日（調整中） 林業団体懇談会（日本林業協会）（赤坂スターゲートプラザ） 

10月 31日～1日 中国地区林業用種苗需給連絡協議会(山口県) 

11月 8～9日 東海・北陸地区林業用種苗及び緑化木需給連絡協議会（岐阜県） 

11月 11～12日 全国育樹祭（茨城県） 

11月 16～17日 九州地区林業用種苗需給連絡協議会（鹿児島県） 

11月 21～22日 近畿地区林業用種苗需給連絡協議会（奈良県） 

11月 28～29日 四国地区林業用種苗需給連絡協議会（香川県） 

令和６年  

1月 18～19日 北海道・東北地区林業用種苗需給連絡協議会（宮城県） 

1月（調整中） 関東地区林業用種苗需給連絡協議会（千葉県） 

 

 


